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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第69期

第１四半期連結
累計期間

第70期
第１四半期連結
累計期間

第69期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 （千円） 2,122,603 2,147,916 11,089,957

経常利益又は経常損失(△) （千円） △34,670 △69,911 572,994

当期純利益又は四半期純損失(△)（千円） △88,377 △72,715 19,920

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △75,220 △100,570 359,296

純資産額 （千円） 6,273,034 6,598,236 6,707,307

総資産額 （千円） 14,286,927 15,614,889 15,796,160

１株当たり当期純利益金額又は四

半期純損失金額(△)
（円） △0.20 △0.16 0.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 31.1 28.6 28.8

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間のわが国の経済は、東日本大震災の影響から持ち直しつつありますが、依然として欧

州の通貨危機や円高の長期化、電力不足による不安は拭えない状態が続いており、先行きが不透明な状況にありま

す。

かかる情勢の下での当グループの経営成績は、売上高は、2,147百万円と前年同四半期に比べ25百万円（1.1％）

増加しました。また営業損失は、49百万円（前年同四半期営業利益62百万円）、経常損失は、69百万円(前年同四半期

経常損失34百万円)、四半期純損失は、72百万円(前年同四半期純損失88百万円)となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

①製造供給事業

本事業においては、継続する円高の影響で輸出が伸び悩んだこと及びATM等の受注が年度末に増加する傾向が顕

著になっていることから、売上高は637百万円と前年同四半期に比べ127百万円減少し、セグメント損失は、63百万円

（前年同四半期セグメント損失18百万円）となりました。　

②住宅関連事業

本事業においては、防蟻及び断熱工事等が前年より順調に推移したため、売上高は1,446百万円と前年同四半期に

比べ101百万円増加しました。また、マンションの引渡時期が第２四半期以降を想定しているため、セグメント損失

は7百万円（前年同四半期セグメント利益73百万円）となりました。したがって、通期を通しては、計画通りに推移

するものと想定しております。　

③投資・流通サービス事業

本事業においては、売上高は130百万円と前年同四半期に比べ36百万円増加し、セグメント利益も、34百万円と前

年同四半期に比べ10百万円の増加となり、今後も堅調に推移するものと想定しております。

　

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ181百万円減少し、15,614百万円となりまし

た。主な要因は、現金及び預金等が減少したことなどによります。

また、負債は、前連結会計年度末に比べ、72百万円減少し、9,016百万円となりました。主な要因は、長期借入金等が

減少したことなどによります。

この結果、純資産は前連結会計年度末に比べ109百万円減少し、6,598百万円となりました。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 1,800,000,000

計 1,800,000,000

　

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成24年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 450,993,208 450,993,208
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 450,993,208 450,993,208－ －

　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

平成24年４月１日～

平成24年６月30日
－ 450,993,208 － 2,077 － 973

　

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

①【発行済株式】

　 平成24年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式               844,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式           449,268,000 449,268 （注１）

単元未満株式 普通株式               881,208 － （注２）

発行済株式総数 450,993,208 － －

総株主の議決権 － 449,268 －

（注）１　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式2,420,000株が、「議決権の数」の欄

には、証券保管振替機構名義の議決権の数2,420個がそれぞれ含まれております。

２　「単元未満株式」には、当社所有の自己株式51株が含まれております。

　

②【自己株式等】

　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総
数に対する所
有株式数の割
合（％）

フリージア・マクロス㈱
東京都千代田区外神田６－

８－３
844,000 － 844,000 0.18

計 － 844,000 － 844,000 0.18

　

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成

24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、清流監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
　(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,680,564 856,063

受取手形及び売掛金 1,809,805 1,934,579

たな卸資産 3,746,833 3,801,817

短期貸付金 276,012 277,352

繰延税金資産 52,424 65,175

その他 562,390 870,659

貸倒引当金 △48,575 △42,678

流動資産合計 8,079,455 7,762,968

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 2,400,238 2,366,727

機械装置及び運搬具 597,519 609,000

土地 3,685,517 3,686,282

建設仮勘定 115,967 117,064

その他 121,696 120,124

減価償却累計額 △1,919,547 △1,923,072

減損損失累計額 △230,537 △230,537

有形固定資産合計 4,770,854 4,745,589

無形固定資産

借地権 317,020 317,020

その他 28,957 28,720

無形固定資産合計 345,977 345,740

投資その他の資産

投資有価証券 65,058 69,776

関係会社株式 1,849,674 1,823,259

長期貸付金 49,786 45,931

差入保証金 459,300 644,166

繰延税金資産 3,567 3,648

その他 186,884 191,010

貸倒引当金 △14,398 △17,202

投資その他の資産合計 2,599,872 2,760,591

固定資産合計 7,716,704 7,851,921

資産合計 15,796,160 15,614,889

EDINET提出書類

フリージア・マクロス株式会社(E01620)

四半期報告書

 9/18



（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,336,186 2,161,312

短期借入金 1,534,744 1,647,282

1年内返済予定の長期借入金 617,280 656,678

1年内償還予定の社債 30,000 30,000

未成工事受入金 295,919 311,888

未払法人税等 203,034 167,300

完成工事補償引当金 59,599 58,548

賞与引当金 28,350 70,750

その他 810,221 823,064

流動負債合計 5,915,336 5,926,826

固定負債

社債 230,000 225,000

長期借入金 1,918,121 1,831,264

繰延税金負債 177,166 177,972

退職給付引当金 8,021 8,134

負ののれん 156,491 168,561

その他 683,715 678,893

固定負債合計 3,173,516 3,089,827

負債合計 9,088,853 9,016,653

純資産の部

株主資本

資本金 2,077,766 2,077,766

資本剰余金 973,803 973,803

利益剰余金 1,590,793 1,509,577

自己株式 △18,273 △18,273

株主資本合計 4,624,089 4,542,874

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △72,020 △74,118

その他の包括利益累計額合計 △72,020 △74,118

少数株主持分 2,155,238 2,129,480

純資産合計 6,707,307 6,598,236

負債純資産合計 15,796,160 15,614,889
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

売上高 2,122,603 2,147,916

売上原価 1,390,045 1,377,089

売上総利益 732,558 770,826

販売費及び一般管理費 669,612 820,636

営業利益又は営業損失（△） 62,946 △49,809

営業外収益

受取利息 832 701

受取配当金 408 464

負ののれん償却額 5,476 5,476

その他 13,321 20,181

営業外収益合計 20,038 26,824

営業外費用

支払利息 22,638 24,715

持分法による投資損失 78,820 6,156

その他 16,196 16,053

営業外費用合計 117,655 46,925

経常損失（△） △34,670 △69,911

特別損失

投資有価証券評価損 1,522 －

関係会社株式売却損 － 18,140

特別損失合計 1,522 18,140

税金等調整前四半期純損失（△） △36,193 △88,052

法人税、住民税及び事業税 62,667 27,299

法人税等調整額 △22,122 △13,554

法人税等合計 40,544 13,745

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △76,738 △101,797

少数株主利益又は少数株主損失（△） 11,638 △29,082

四半期純損失（△） △88,377 △72,715
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △76,738 △101,797

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 2,590 3,189

持分法適用会社に対する持分相当額 △1,072 △1,962

その他の包括利益合計 1,517 1,227

四半期包括利益 △75,220 △100,570

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △89,493 △74,812

少数株主に係る四半期包括利益 14,273 △25,758
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【会計方針の変更等】

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる、当第１四半期連結累計期間の営業損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失に与える影響は軽微で

あります。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

１ 保証債務

連結会社以外の会社の関係会社等からの借入に対し、債務保証を行っております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
　
　

当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

マツヤハウジング㈱  180,000千円 マツヤハウジング㈱ 180,000千円

　

２ 受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成24年６月30日）

受取手形割引高 464,380千円 439,792千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。 

 
前第１四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日）

減価償却費 39,133千円 46,242千円

のれんの償却額 17,546千円 17,546千円

負ののれんの償却額 △5,476千円 △5,476千円

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 22,507 0.05平成23年３月31日平成23年６月30日利益剰余金

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 22,507 0.05平成24年３月31日平成24年６月29日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

製造供給事業 住宅関連事業
投資・流通
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 761,136 1,321,023 40,444 2,122,603

セグメント間の内部売上高

又は振替高
3,528 23,488 53,238 80,254

計 764,664 1,344,511 93,682 2,202,857

セグメント利益又は損失(△) △18,626 73,657 24,353 79,384

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 79,384 　

セグメント間取引消去 1,108 　

のれんの償却額 △17,546 　

四半期連結損益計算書の営業利益 62,946
　

　

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 （単位：千円）

 
報告セグメント

製造供給事業 住宅関連事業
投資・流通
サービス事業

計

売上高     

外部顧客への売上高 634,448 1,427,913 85,554 2,147,916

セグメント間の内部売上高

又は振替高
3,092 18,115 44,611 65,819

計 637,540 1,446,029 130,166 2,213,735

セグメント利益又は損失(△) △63,915 △7,711 34,933 △36,693

　

２　報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　 （単位：千円） 　

利益 金額 　

報告セグメント計 △36,693 　

セグメント間取引消去 4,430 　

のれんの償却額 △17,546 　

四半期連結損益計算書の営業損失（△） △49,809
　

　

　

３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 0円20銭 0円16銭

（算定上の基礎）   

四半期純損失金額（千円） 88,377 72,715

普通株式に係る四半期純損失金額（千円） 88,377 72,715

普通株式の期中平均株式数（千株） 450,154 450,149

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失金額であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 
 

平成24年８月10日

フリージア・マクロス株式会社

取締役会　御中
 

清流監査法人
 

 
代表社員
業務執行社員

　　公認会計士 安  田   裕       印

 

 
社    員
業務執行社員

 公認会計士 加 悦 正 史       印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

フリージア・マクロス株式会社の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四

半期連結会計期間（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成

24年４月１日から平成24年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照

表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽

表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備

及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財

務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して

実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国

において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて

限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に

公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、フリージア・マクロス株式会社及び

連結子会社の平成24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経

営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
 

以　上

（注）１　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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